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神
武
天
皇
が
初
の
大
嘗
祭

等
彌
神
社
（
桜
井
市
）

莢莢

莢莢

等彌神社上津尾社の拝殿‖桜井市桜井で

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
桜
井
市
桜
井
１
１
７
６

（
祭
神
）
天
照
皇
大
神
、
神
武
天
皇
、
応

神
天
皇
、
高
皇
産
霊
神
、
天
児

屋
根
命

（
交
通
）
Ｊ
Ｒ
・
近
鉄
桜
井
駅
下
車
、
東

南
へ
徒
歩

分

（
駐
車
場
）
あ
り
。
無
料

（
電
話
）
０
７
４
４
・

・
３
３
７
７

鳥
見
山
の
西
に
鎮
座
す
る

当
社
は
、

世
紀
前
半
制
定

の
「
延
喜
式
神
名
帳
」
に
記

載
さ
れ
た
「
式
内
社
」
で
あ

り
、
明
治
時
代
ま
で
能
登
の

宮
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
１
９

４
０
年
に
旧
村
社
か
ら
県
社

に
列
せ
ら
れ
ま
し
た
。

橿
原
宮
で
即
位
し
た
と
さ

れ
る
初
代
神
武
天
皇
が
、
鳥

見
山
中
に
霊
畤
を
設
け
て

最
初
の
大
嘗
祭
を
行
っ
た

地
と
伝
え
ら
れ
、
こ
の
故
事

を
顕
彰
す
る
鳥
見
山
中
霊
畤

春
季
大
祭
が
５
月

日
に
行

わ
れ
ま
す
。

１
６
０
基
あ
ま
り
の
石
灯

籠
が
並
ぶ
左
の
参
道
を
進
む

と
、
天
照
皇
大
神
を
祭
る

「
上
津
尾
社
」が
あ
り
ま
す
。

社
殿
は
、
元
は
鳥
見
山
山
中

に
あ
り
ま
し
た
が
、
山
崩
れ

の
た
め

世
紀
初
め
に
現
在

地
に
移
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ

ま
す
。裏
参
道
を
下
る
と「
下

津
尾
社
」
に
至
り
ま
す
。
本

殿
は
２
棟
あ
り
、
右
殿
は
八

幡
社
で
、
神
武
天
皇
、
応
神

天
皇
を
、左
殿
は
春
日
社
で
、

高
皇
産
霊
神
、
天
児
屋
根

命
を
祭
り
ま
す
。

境
内
に
は
、
万
葉
歌
碑
、

句
碑
、
歌
碑
が

基
建
立
さ

れ
て
い
ま
す
。
手
水
舎
に

は
、
中
国
の
伝
説
上
の
神
獣

「
贔
屓
」
（
亀
の
姿
で
贔
屓

の
語
源
と
さ
れ
る
）
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
県
道
脇
に
立

つ
一
の
鳥
居
は
、
２
０
１
５

年
に
伊
勢
神
宮
内
宮
の
鳥
居

を
譲
渡
さ
れ
た
も
の
で
す
。

月
下
旬
の
献
灯
祭
で

は
、
奉
納
さ
れ
た
行
灯
が
参

道
に
並
び
、
紅
葉
が
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
、
多
く
の
参
拝

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

田
村
基
樹
）


